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放射能汚染物の焼却処理に関する資料 
（資料１）バグフィルターは 0.5 ミクロン以下の粒子は除去できない。気体分子は 0.0001～0.001 ミクロ  
    ン程度の径であり。バグフィルターでは 0,001～0.5 ミクロンの微小粒子は除去できない。 

 
（資料２）バグフィルターを通り抜けた気体に微小粒子が含まれていた。 
    http://diamond.jp/articles/-/26833  （ダイヤモンド online） 
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（資料 3）バグフィルターで除去できない 0.005～0.1 ミクロンの粒子は肺胞で沈着される傾向 

 
（資料４）静岡県島田市で汚染物の焼却時松葉測定  京都大学院工学研究科河野益近氏測定 2012.3.31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 4 

 
（資料５）バグフィルターで除去できない 0.5 ミクロン以下の粒子は屋内に容易に侵入 

 
（資料６）医療機関の建物の中に放射性物質が入り込み、イメージングプレートが感光されていた。 
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(資料７)横浜市の栄清掃工場の稼働終了（2001 年）に伴う喘息の大幅減少  

 

（資料８）2006 年に三多摩の日の出エコセメント工場が稼働したところ青梅第二小では 
 翌年から児童の喘息罹患率が０％から１４％へと急上昇 

 
（資料９）東京の小中生徒の喘息被患率は全国よりも高い 
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（資料１０）群馬県伊勢崎市清掃リサイクルセンター最終処分場でセシウムが雨水に溶出 

 

 
（資料１１）岩手県内の処分場からも放射性セシウムが検出されていた、大雨のときのデータは提出されず 

 
 

環境省災害廃棄物安全評価検討会 
第 8 回 2011.10.10 資料より 
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（資料１２） 

 

（資料１３）岩手大で放射性セシウムの臓器濃縮について調査結果マウスの例 
   ヒトも同様ですが一般には筋肉、生殖腺等に濃縮すると言われています。 
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（資料１４）県内市町村や他県の汚染牧草などの処理のようす 
◯ 奥州市では放射能汚染物の焼却処理は議会で否決された模様、実施していません。 
◯ 金ケ崎町では焼却炉を設置していないこともあり、岩手県と相談し 1.8 億円の予算を得て汚染牧草を 
  ペレット化し保存している。 
◯ 奥中山の畜産農家は汚染牧草の焼却は危険と判断し、まとめて保管中 
◯ 遠野市は焼却中 
◯ 八幡平市、雫石町は焼却終了？ 
◯ 矢巾町 焼却を検討中 
◯ 北上市燃やさないことにしている 
☆ 宮城県涌谷町 
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（追加資料１） 

 実証なしに焼却処理を進める無責任 バグフィルターで99.9％除去は非科学的な根拠  

「放射性物質の拡散対策に関する再質問主意書（2012.2.12川田議員提出 3.2答弁）」 

質三「前述の答弁書には「福島県内のバグフィルターを設置している焼却施設で、放射性セシウムを含む廃棄

物を焼却した際の集じん器に流入する燃焼ガス及び排ガス中の放射性セシウム濃度の調査を行った」とある。

福島県内での調査について、具体的にどこの焼却炉について、どのような調査結果から、「排ガス処理設 備に
おける放射性セシウムの除去率が九十九・九パーセント以上である」との最終的な結果を得るに至ったのか、

具体的に明らかにされたい。」 

答え「三について お尋ねについては、福島県福島市に所在するあらかわクリーンセンターにおいて、放射

性セシウムを含む廃棄物を焼却した際の集じん器に流入する燃焼ガス （以下単に「燃焼ガス」という。）中及
び集じん器から流出する排ガス（以下単に「排ガス」という。）中の放射性セシウム濃度を測定し、これらの測

定結果を基に放射性セシウムの除去率（以下単に「除去率」という。）を算出したものである。これらの放射性

セシウム濃度は、複数の箇所における測定値を合算したものであるが、当該測定値の一部には、検出限界未満

の数値が含まれていたため、より安全側に立って、当該数値については、燃焼ガス中にあっては零、排ガス中

にあっては検出限界としたところ、燃焼ガス中及び排ガス中の一立方メートル当たりの放射性セシウム濃度は、

それぞれ二百二十四ベクレル及び〇・一八五ベク レルとの結果を得たところであり、これらの結果を基に算出
した除去率が、九十九・九二パーセントであったことから、御指摘の「最終的な結果」を得たものである。」 燃

焼ガスと排ガス中の濃度比から99.92％を求めているが、このようなガス濃度を比べるならばサンプルを時間
とともに多数取り比較しなければならない。ガレキ中に含まれる放射性セシウムを基にフィルター除去分、焼

却灰残留分、環境放出分の総量比により除去率を比較することが最も信頼できる科学的やり方である。

◯ 環境省の説明

放射性セシウムの バグフィルター 放射性セシウムの

濃度224Bq/m3 濃度0.185Bq/m3

 
 
 除去率の計算    224̶0.185 
     除去率＝  100=99.92% 
                     224 
これは燃焼ガスのある時点での除去割合であり、全体でどれだけ放射性セシウムが除去されたのかの説明

にはなっていない。 
焼却された放射性セシウムの総量、バグフィルターで除去された総量、フィルターを通り抜けていった総

量を基に除去率を求めなければならない。 
 
＊ 「複数の箇所における合算」としているが、「複数の経過時間における 
測定値の合算」ならばそれなりに意味がわかる。それにしても総量の収支により除去率が求められなけれ
ばならない。 
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（追加資料２） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加資料３）岩手日報 2013年6月20日 

 

 
 
 

 


